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食品防御の推進のための研究」分担研究報告書（令和 7 年度） 

海外における食品防御政策、規格等の動向調査 

研究代表者 今村 知明（公立大学法人奈良県立医科大学 公衆衛生学講座 教授） 

Ａ. 研究目的 

令和 7 年度における海外での食品防御政

策に関わる最新情報の把握を通じて、我が

国におけるフードディフェンス対策の検討

を行っていくうえでの基礎的資料とするこ

とを目的とする。

Ｂ．研究方法

米国 FDA（Food and Drug Administration）
が施行・管理する FSMA 法 1に関する更新事

項のうち、特にフードディフェンスおよび

フードフラウドに関連する内容について、

その最新の動向を整理した。あわせて、コー

デックス委員会（Codex Alimentarius Commis-
sion）総会および CCFICS（食品輸出入検査・

認証制度部会）におけるフードディフェン

スに関する検討議題と、その進捗状況につ

1 FDA, FSMA Rules,2024.2.5 

https://www.fda.gov/food/guidance-regulation-food-and-

いて整理した。

さらに、英国 BSI を中心として進められ

ている PAS96（第 5 版）の改訂作業につい

ては、開発担当者への聞き取り調査を実施

し、その進捗状況を整理した。

（倫理面への配慮）

本研究において、特定の研究対象者は存在せ

ず、倫理面への配慮は不要である。

Ｃ. 研究結果 

1. FDA による輸入冷凍シーフードの EMA

（short-weighting）調査の動向

FDA は、輸入冷凍シーフードにおける正味

重量の不正表示、即ち short-weighting（短量）

に関する調査結果を 2025 年 9 月 2 日付で公表

die-tary-supplements/food-safety-modernization-act-fsma 

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

研究要旨

本調査は、海外における食品防御政策および食品不正（Food Fraud）対策の動向を把握し、

我が国の食品防御対策の基礎資料とすることを目的として実施した。米国 FDA では、輸入冷凍

シーフードの short-weighting（短量）が経済的動機による不正（EMA）および食品不正として扱わ

れ、輸入拒否等の規制措置の対象となっていることを確認した。また、査察において食品不正が

確認事項として位置付けられていることを整理した。FSMA の意図的混入（IA）規則については

大きな改正はなく、運用が継続されている。CODEX/CCFICS では食品偽装ガイドラインが Step5

到達後も検討継続中である。PAS96 改訂はドラフト公開およびコンサルテーションが実施された

が、最終版は未公表であった。以上より、食品防御および食品不正に関する国際動向は、各制

度において運用継続または検討段階にあり、規制運用の実務化と国際基準整備が進展している

状況が確認された。 
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した 。FDA の「Constituent Update」では、同

庁が 4 か国から輸入された小売包装済み冷凍

シーフード製品 28 検体を収集し、製品ラベル

上の正味重量表示への適合性を調査したこと、

その結果として 10 検体（36%）が違反であり、

短量の程度は 2.3%から 9.9%であったこと、さ

らに違反検体に係るすべての貨物は米国への

輸入を拒否されたことが記載されている。

同日付で公表された詳細ページでは、本調査

が FDA の経済的動機による不正（Economically 

Motivated Adulteration：EMA）に対処する継続

的取組の一環として、2022 年から 2024 年にか

けて輸入冷凍の生および加熱済みシーフード

製品を収集・試験したものであることが示され

ている。また、short-weighting（短量）とは、包

装に表示された正味重量より少ない量の製品

が販売されることであり、その一因として、水

グレーズ又は氷の許容されない重量が正味重

量に含まれていることが説明されている 2。 

さらに、当該ページでは、氷衣（glaze）は冷

凍シーフード製品を冷凍焼け（freezer burn）か

ら保護する目的で一般的に用いられるものの、

その重量を含めて正味重量を過大表示するこ

とは認められていないこと、及びこのような行

為は食品不正（Food Fraud）の一種であり、消

費者に対して重量に基づく製品価値について

誤解を与えるものであることが記載されてい

る。

調査対象の内訳については、28 検体の内訳

2 FDA: Sample Collection and Analysis of Imported Fro-

zen Seafood for Economically Motivated Adulteration: 

Year 2022-24 

URL:https://www.fda.gov/food/economically-motivated-

adulteration-food-fraud/sample-collection-and-analysis-im-

ported-frozen-seafood-economically-motivated-adultera-

tion-year-2022 最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

がエビ 25、イカ 2、ティラピア 1 であり、対象

製品が 4 か国の 12 社由来であったこと、さら

に各検体は同一製造ロットの包装済み冷凍シ

ーフード 48 ユニットで構成されていたことが

示されている 3。 

また、FDA の「Constituent Update」及び詳細

ページでは、氷衣を含めて内容量を過大表示す

る行為が、食品のかさ（見かけ量）又は重量を

増やすために物質を加えるEMAの一形態であ

ることが明示されている。 さらに、氷衣重量

を含めた過大表示は食品不正の一種としても

位置付けられている。これにより、 short-

weighting（短量）は表示不適合にとどまらず、

経済的利益を目的とする不正行為として、

EMA および食品不正の枠組みで扱われている

ことが示されている。

行政措置との関係では、違反貨物は輸入拒否

（refused entry）の対象となることが示されて

おり、さらに違反検体は規制措置（regulatory ac-

tions）の対象となり、適切な場合には刑事調査

（criminal investigations）の検討対象となるこ

とが記載されている。また、FDA は輸入製品に

関連する EMA を検出し対処するため、国際的

な当局間連携を行っていることも示されてい

る。

なお、Import Alert 99-47 については、FDA 関

連公式サイトにおいて、EMA に関連する輸入

監視措置として位置付けられている 4。 

以上より、2025 年 9 月 2 日に公表された一

3 FDA companion data table: Sample # Firm Country of 

Frozen Product % Short Weight 

URL: https://www.fda.gov/media/188499/download

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

4 FDA Access Data search result for Import Alert 99-47

URL: 
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連の FDA 情報は、輸入冷凍シーフード分野に

おいて、氷衣を利用した short-weighting（短量）

がEMAおよび食品不正として継続的に問題視

されており、FDA がこれをサンプリング調査、

輸入拒否、規制措置の対象として監視している

ことを示すものである。 

2. CPGM 7303.842 における食品不正（Food 

Fraud）対応指示の明確化 

FDA の「Compliance Program Guidance Manual

（CPGM）7303.842：Seafood Processor, Products, 

and Importer Inspection Program」は、2025 年 9

月 30 日付で公表されている。本文書は、シー

フード加工業者、製品及び輸入者に対する査

察・検査プログラムを規定するものである。 

当該文書には、「経済的動機による不正又は

食品不正に関する特別指示（Special Instructions 

for Economically Motivated Adulteration or Food 

Fraud）」と題する節が設けられており、査察時

には受入記録（購買記録等）と最終製品ラベル

を比較すること、及び必要に応じて誤表示

（misbranding）に関する事項を FDA Form 483

に記録することが示されている 5。 

また、同文書には、魚種の置換や誤表示とい

った食品不正が、海洋毒素（marine toxins）、

アレルゲン（allergens）、ヒスタミン中毒

（scombrotoxin）等の食品安全上の危害要因と

関連し得ることが示されている。 

さらに、当該プログラムにおいては、食品不

正及び EMA が検査・記録・観察・指摘の対象

https://www.accessdata.fda.gov/cms_ia/impor-

talert_1178.html 最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

5 FDA: Food Compliance Program Guidance Manual 

7303.842: Seafood Processor, Products, and Importer In-

spection Program 

URL: https://www.fda.gov/media/71302/download  

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

として位置付けられており、査察の現場におい

て文書照合や表示確認を通じて具体的に取り

扱われることが示されている。 

これらの内容は、2025 年 9 月 2 日に公表さ

れた short-weighting 調査結果と整合しており、

FDA がシーフード分野における食品不正及び

EMA を、調査のみならず、実際の査察・検査

の運用枠組みにおいて取り扱っていることを

示している。 

3. FDA における食品不正（Food Fraud）の定

義整理とシーフード事例との関係 

2025 年 8 月 28 日、FDA は「Economically 

Motivated Adulteration（Food Fraud）」に関する

ページを公表している 6。 

当該ページでは、EMA は、食品中の価値の

ある成分や一部を意図的に除く、取り除く、置

換する、又は食品を高価に見せるために物質を

加える行為として説明されている。また、FDA

はこの種の EMA を食品不正（Food Fraud）と

呼ぶことを明示している。 

同ページでは、食品不正は一般的な EMA の

一形態として位置付けられており、対象は食品

に限らず動物用飼料（animal food）や化粧品

（cosmetics）にも及び得ることが示されている。

さらに、一部のEMAは誤表示違反（misbranding 

violations）に該当する可能性があることも記載

されている。 

具体例として、はちみつ（Honey）、メープ

ルシロップ（Maple Syrup）、シーフード（Seafood）

6 FDA: Economically Motivated Adulteration (Food 

Fraud) 

URL:https://www.fda.gov/food/compliance-enforcement-

food/economically-motivated-adulteration-food-fraud  

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 
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が挙げられており、シーフードでは、高価な魚

種の代わりに安価な魚種を販売する行為や、氷

を加えて重量を増やして見せる行為が示され

ている。また、食品不正は経済的な問題にとど

まらず、添加・置換・除去された物質によって

は重大な健康被害につながる可能性があるこ

とが示されており、香辛料の不正混入

（adulterated spices）による鉛中毒や、アレルゲ

ンの混入による健康影響が例示されている。 

以上の内容と、2025 年 9 月の short-weighting

調査及び CPGM の運用指示をあわせて整理す

ると、FDA は食品不正及び EMA を、定義、具

体例、調査、査察運用の各レベルで一貫して取

り扱っていることが示されている。 

4. FSMA に基づく意図的混入（ Intentional 

Adulteration：IA）規則に関する動向 

2025年時点の FDA の公開情報において示さ

れている IA 関連の主な動向としては、食品安

全強化法（FSMA）に基づく基準額のインフレ

調整の更新及び、適用範囲並びに適用日を示す

FAQ の継続掲載が挙げられる 7,8。 

基準額のインフレ調整においては、「意図的

混入から食品を保護するための緩和戦略」に関

する極小規模事業者（Very Small Business）の

基準額が、2011 年の 1,000 万ドルから、2022 年

から 2024 年の平均値に基づくインフレ調整後

の 13,318,941 ドルに更新されている。 

また、FDA の FAQ においては、IA 規則の適

用日として、極小規模事業者は 2021 年 7 月 26

7 FDA: FSMA Inflation Adjusted Cut Offs 

URL:https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-

act-fsma/fsma-inflation-adjusted-cut-offs  

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

8 FDA: Frequently Asked Questions on FSMA 

URL:https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-

act-fsma/frequently-asked-questions-fsma  

日、小規模事業者は 2020 年 7 月 27 日、それ以

外の事業者は 2019 年 7 月 26 日とされている。

さらに、極小規模事業者は規則の全要件から免

除される一方、当局から求められた場合には当

該区分に該当することを示す文書の提示が必

要とされている。 

同 FAQ では、対象施設は脆弱性評価

（vulnerability assessment）を実施し、重要工程

（actionable process steps）を特定し、緩和戦略、

監視、是正、検証を含むフードディフェンス計

画（food defense plan）を作成・実施する必要が

あることが示されている。 

さらに、水産物（seafood）、果汁（juice）、

低酸性缶詰（LACF）、栄養補助食品（dietary 

supplements）については、他の FSMA 規則に

おいて一部免除が存在するものの、IA 規則に

おいてはこれらに対する包括的な免除規定が

存在しないことが示されている。 

また、IA 規則は広範な公衆衛生被害を意図

した行為への対応を目的としており、経済的利

益を目的とする EMA とは区別されている 9。

以上より、2025 年時点における IA 規則の動向

は、主として事業規模基準の更新及び既存制度

の運用継続に関するものであり、IA 規則その

ものの要求事項に関する新たな改正は確認さ

れていない。 

5. Codex（CCFICS）における食品偽装ガイド

ラインの動向 

Codex における「食品偽装の防止及び管理に

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 
9 FDA: Draft Guidance for Industry: Mitigation Strategies 

to Protect Food Against Intentional Adulteration 

URL:https://www.fda.gov/regulatory-information/search-

fda-guidance-documents/draft-guidance-industry-mitiga-

tion-strategies-protect-food-against-intentional-adulteration 

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 
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関するガイドライン（Guidelines on the preven-

tion and control of food fraud）」については、2024

年 11 月の Codex Alimentarius Commission 第 47

回総会（CAC47）において、Step 5 として採択

されている 10。 

2025 年 1 月以降の Codex 公開情報では、当

該ガイドラインに関する電子作業部会（EWG）

が継続して掲載されており、作業が継続してい

ることが示されている 11。また、当該 EWG の

参加登録締切が 2025 年 1 月 15 日とされてい

ることが確認できる。 

一方で、Codex の会合情報によれば、2025 年

1 月から 2026 年 3 月までの期間において、

CCFICS の本会合は開催されていない 12。また、

同期間において、食品偽装ガイドラインに関す

る新たなドラフト文書又は新たなコメント募

10 Codex Alimentarius Commission (CAC47) Final Report 

(REP24/CAC) 

URL:https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-

proxy/en/?lnk=1&url=https%3A%2F%2Fwork-

space.fao.org%2Fsites%2Fcodex%2FMeetings%2FCX-

701-47%2FFINAL%2520REPORT%2FREP24_CACe.pdf 

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

11 Codex Committee on Food Import and Export Inspec-

tion and Certification Systems (CCFICS) – Related Elec-

tronic Working Groups 

URL:https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/com-

mittees/committee/related-ewgs/en/?committee=CCFICS  

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

12 Codex Committee on Food Import and Export Inspec-

tion and Certification Systems (CCFICS) – Related Meet-

ings 

URL:https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/com-

mittees/committee/related-meetings/en/?commit-

tee=CCFICS 

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

集回章が公開された事実は確認されていない

13。 

さらに、2025 年 11 月時点の Codex 公開文書

において、当該ガイドラインが CCFICS におい

て開発中の文書として言及されている 14。 

以上より、2025 年 1 月から 2026 年 3 月までの

期間における Codex/CCFICS の食品偽装ガイ

ドラインに関する動向は、CAC47 における

Step 5 採択後、電子作業部会による検討が継続

している一方で、本会合の開催や新規文書の公

開といった進展は確認されていない。 

6.PAS 96（第 5 版）改訂作業の動向 

PAS 96（Publicly Available Specification 96）

の第 5 版改訂は、2023 年 11 月に開始されたこ

とが確認されている 15。その後、2025 年 4 月

時点では、Technical Author との契約締結およ

13 Codex Committee on Food Import and Export Inspec-

tion and Certification Systems (CCFICS) – Related Circu-

lar Letters 

URL:https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/com-

mittees/committee/related-circular-letters/en/?commit-

tee=CCFICS 

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

14 Codex Alimentarius Commission (CAC48) Final Report 

(REP25/CAC) 

URL:https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-

proxy/en/?lnk=1&url=https%3A%2F%2Fwork-

space.fao.org%2Fsites%2Fcodex%2FMeetings%2FCX-

701-48%2FFINAL%2520REPORT%2FREP25_CACe.pdf 

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 

15 BSI Standards Development Portal（PAS 96 Project 

Page） 

URL: https://standardsdevelopment.bsigroup.com/pro-

jects/2023-02427 

最終閲覧日 2026 年年 3 月 22 日 
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https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/en/?lnk=1&url=https%3A%2F%2Fworkspace.fao.org%2Fsites%2Fcodex%2FMeetings%2FCX-701-47%2FFINAL%2520REPORT%2FREP24_CACe.pdf
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/en/?lnk=1&url=https%3A%2F%2Fworkspace.fao.org%2Fsites%2Fcodex%2FMeetings%2FCX-701-47%2FFINAL%2520REPORT%2FREP24_CACe.pdf
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-ewgs/en/?committee=CCFICS
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-ewgs/en/?committee=CCFICS
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-meetings/en/?committee=CCFICS
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-meetings/en/?committee=CCFICS
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-meetings/en/?committee=CCFICS
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-circular-letters/en/?committee=CCFICS
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-circular-letters/en/?committee=CCFICS
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-circular-letters/en/?committee=CCFICS
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/en/?lnk=1&url=https%3A%2F%2Fworkspace.fao.org%2Fsites%2Fcodex%2FMeetings%2FCX-701-48%2FFINAL%2520REPORT%2FREP25_CACe.pdf
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/en/?lnk=1&url=https%3A%2F%2Fworkspace.fao.org%2Fsites%2Fcodex%2FMeetings%2FCX-701-48%2FFINAL%2520REPORT%2FREP25_CACe.pdf
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/en/?lnk=1&url=https%3A%2F%2Fworkspace.fao.org%2Fsites%2Fcodex%2FMeetings%2FCX-701-48%2FFINAL%2520REPORT%2FREP25_CACe.pdf
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/en/?lnk=1&url=https%3A%2F%2Fworkspace.fao.org%2Fsites%2Fcodex%2FMeetings%2FCX-701-48%2FFINAL%2520REPORT%2FREP25_CACe.pdf
https://standardsdevelopment.bsigroup.com/projects/2023-02427
https://standardsdevelopment.bsigroup.com/projects/2023-02427


び契約後に BSI の起草ルールに関するトレー

ニングを実施する計画が想定されていた。 

しかしながら、2025 年 9 月時点において、

スポンサー側との契約調整が継続しており、

Technical Author による文書作成作業が開始さ

れていない状況であることが関係者間で共有

されている。このため、当初想定されていたド

ラフト作成およびレビュー工程は遅延した。 

その後、2025 年 12 月初旬の時点で、担当者よ

り文書は内部レビュー段階にあり、スポンサー

承認後にパブリックコンサルテーションを開

始する予定であることが示された 16,17。そして、

2025年 12月 17日にDraft PAS 96が公開され、

パブリックコンサルテーションが開始された。

本コンサルテーションは、BSI Standards Devel-

opment Portal 上で実施され、コメント提出は同

ポータルを通じて行われた 15。  

当初の案内ではコンサルテーション期間は

2026 年 1 月中旬までとされていたが、その後

延長され、最終的に 2026 年 2 月 1 日まで実施

されたことが確認されている 18。 

PAS の改訂プロセスにおいて、ドラフト文書

が外部に公開されるのはパブリックコンサル

テーション開始時点のみであり、それ以前の

Technical Author 作業、内部レビュー、Steering 

Group レビュー等の段階では公開ドラフトは

存在しない。したがって、本改訂におけるパブ

リックコンサルテーションは、内部検討を経た

文書が初めて外部ステークホルダーに提示さ

れる段階であり、外部からの評価および意見収

集を行う正式なプロセスとして位置づけられ

16 海外における食品防御政策、規格等の動向調査

（添付資料 1） 
17 英国 BSIPAS96 開発担当者からのメール(添付資料

2) 

る。 

公開された Draft PAS 96 においては、本規格

が食品および飲料に対する意図的攻撃への対

応を目的としたガイダンスであることが明示

されている。対象は、破壊行為、不正混入、恐

喝、スパイ行為、サイバー攻撃等の意図的行為

であり、偶発的汚染や自然由来ハザード、通常

の食品安全リスクは対象外とされている。また、

本規格は要求事項ではなくガイダンスであり、

組織の状況に応じた対応を前提とする点が示

されている。 

さらに、ドラフト本文から、食品防御におけ

るリスク評価の枠組みとしてTACCPの体系的

整理が図られていること、サイバー領域を含む

多様な脅威への対応が考慮されていることが

確認できる 16,19。 

以上より、2025 年から 2026 年初頭にかけて

の PAS 96（第 5 版）改訂の動向は、改訂作業

の遅延を経て 2025 年 12 月に公開フェーズへ

移行し、パブリックコンサルテーションの実施

に至ったことが確認される段階にある。一方、

最終版は現時点で未公表であり、最終的な内容

は確定していない。 

 

Ｄ. 考察   

1. FDA による輸入冷凍シーフードの EMA

（short-weighting）調査の動向 

 本調査結果から、輸入冷凍シーフードにおい

て正味重量の不適合が一定割合で確認されて

いることが示された。特に、氷衣を含めた重量

表示が問題となっている点は、冷凍製品特有の

18 PAS 96 Draft Public Consultation に関する案内メー

ル（添付資料 3） 
19 PAS 96:2026 Draft – Protecting and defending food 

and drink from deliberate attack – Guide（添付資料 4） 
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工程に起因する表示管理の重要性を示してい

る。また、違反製品が輸入拒否の対象となって

いることから、当該不適合は単なる表示の問題

にとどまらず、規制上の措置に直結する事項と

して扱われていることが確認できる。さらに、

当該行為がEMAおよび食品不正として位置付

けられている点から、FDA は重量表示の不適

合を経済的動機による不正の一形態として整

理していることが明らかであるエラー! ブックマーク

が定義されていません。。 

2. CPGM 7303.842 における食品不正（Food 

Fraud）対応指示の明確化 

本プログラムにおいて、食品不正および

EMA が査察時の確認事項として明示されてい

ることから、これらは単なる概念的整理にとど

まらず、実務上の検査項目として運用されてい

ることが確認できる。特に、受入記録と製品ラ

ベルの照合が求められている点は、表示の適正

性を検証するための基本的な手法として位置

付けられている。また、食品不正がアレルゲン

や毒素等の危害要因と関連し得ることが示さ

れていることから、食品不正は品質・表示の問

題に加え、食品安全上のリスクとも関連付けて

扱われていることが確認される 5。 

3. FDA における食品不正（Food Fraud）の定

義整理とシーフード事例との関係 

FDAにおいて、EMAと食品不正（Food Fraud）

が同一概念として整理されていることにより、

食品不正の範囲が明確化されている。具体例と

して示されたシーフードにおける魚種の置換

や重量の水増しは、前述の short-weighting の事

例とも整合しており、定義と実際の事例が一貫

していることが確認できる。また、食品不正が

場合によっては健康被害につながる可能性が

示されている点から、経済的問題に限定されず、

食品安全の観点からも管理対象とされている

ことが分かる。これらより、FDA は食品不正を

定義、事例、規制運用の各レベルで整理してい

るといえる 6。 

4. FSMA に基づく意図的混入（ Intentional 

Adulteration：IA）規則に関する動向 

2025 年時点において、IA 規則そのものの要

求事項に大きな変更は確認されていない一方

で、事業規模に関する基準額の更新や適用範囲

に関する情報提供が継続されていることが示

された。また、IA 規則が EMA とは区別され、

広範な公衆衛生被害を意図した行為への対応

を目的としていることが改めて整理されてい

る。さらに、対象事業者に対して脆弱性評価お

よびフードディフェンス計画の策定が求めら

れている点から、既存の制度の運用が継続して

いる状況にあるといえる 7,8。 

5. Codex（CCFICS）における食品偽装ガイド

ラインの動向 

 本ガイドラインは CAC47 においてステップ

5 に到達した後、電子作業部会による検討が継

続されているが、当該期間において本会合の開

催や新たな文書の公表は確認されていない。こ

のことから、ガイドライン策定は進行中ではあ

るものの、一定期間においては大きな進展が見

られていない状況にあるといえる。また、電子

作業部会による検討が継続していることから、

未解決の論点について引き続き調整が行われ

ている段階であることが示されている 10,11。 

6. PAS 96（第 5 版）改訂作業の動向 

PAS 96 の改訂作業は、契約手続きの遅延に

より当初のスケジュールから遅延したものの、

2025 年 12 月にドラフトが公開され、パブリッ

クコンサルテーションが実施されたことから、

改訂プロセスが公開段階に移行したことが確

認できる。また、コンサルテーション期間が延

長されたことから、外部ステークホルダーから
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の意見収集が一定期間確保されたことが示さ

れている。一方で、最終版は公表されておらず、

現時点では内容が確定していない段階にある。

したがって、本改訂は進行中のプロセスにあり、

今後の結果を確認する必要がある状況である

19。 

 

Ｅ. 結論 

本調査により、米国 FDA における食品不正

（Food Fraud）および経済的動機による不正

（EMA）への対応、FSMA に基づく意図的混入

（IA）規則の運用状況、コーデックス委員会に

おける食品偽装ガイドラインの検討状況、なら

びに英国 PAS 96 の改訂動向について、最新の

状況を整理した。 

FDA においては、輸入冷凍シーフードにお

ける short-weighting（短量）が EMA および食

品不正として取り扱われ、サンプリング調査お

よび輸入拒否等の規制措置の対象となってい

ることが確認された。また、CPGM において食

品不正が査察時の確認事項として明確に位置

付けられていることから、食品不正への対応が

調査のみならず査察運用でも実施されている

ことが示された。さらに、食品不正に関する定

義および具体例が整理されており、定義、調査、

査察の各段階で一貫した枠組みで取り扱われ

ている状況が確認された。 

FSMA に基づく IA 規則については、2025 年

時点において新たな要求事項の追加や大きな

改正は確認されておらず、事業規模基準の更新

および既存制度の運用が継続されている状況

であった。また、IA 規則が EMA とは区別さ

れ、広範な公衆衛生被害を意図した行為への対

応として位置付けられていることが改めて整

理された。 

コーデックス委員会においては、食品偽装の

防止及び管理に関するガイドラインが CAC47

にてステップ 5 に到達した後、電子作業部会に

よる検討が継続されているものの、本会合の開

催や新たな文書の公表といった進展は確認さ

れていない。したがって、当該ガイドラインは

引き続き検討段階にあることが示された。 

PAS 96（第 5 版）の改訂については、契約手

続きの遅延により当初計画から遅延が生じた

ものの、2025 年 12 月にドラフトが公開され、

パブリックコンサルテーションが実施された

ことから、改訂プロセスが公開段階に移行した

ことが確認された。一方で、最終版は現時点で

公表されておらず、内容は確定していない状況

にある。 

以上より、2025 年から 2026 年初頭にかけて

の食品防御および食品不正に関する国際的動

向は、FDA においては食品不正対応の実務運

用が継続的に強化されている一方、IA 規則は

既存制度の運用段階にあり、コーデックスおよ

び PAS 96 については検討・改訂が進行中であ

る段階にあることが確認された。今後は、これ

らの制度およびガイドラインの進展状況を継

続的に把握することが重要である。 

 

Ｆ. 健康危険情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 
１．論文発表  なし 

２．学会発表  なし 

 

Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 なし 

２．実用新案登録 なし 

３．その他 なし 
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BSIグループジャパン株式会社
2026年3月22日

海外における食品防御政策、
規格等の動向調査

(添付資料 1）

© 2024 BSI. All rights reserved.© 2024 BSI. All rights reserved.

FDA Food Fraud（EMA）対策
に関する最新動向
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2025年 FDAにおける Food Fraud（EMA）の定義整理

https://www.fda.gov/food/compliance-enforcement-food/economically-motivated-adulteration-food-fraud

◆ FDAにおける Food Fraud
（EMA）の定義

・EMAは、価値のある成分の
除去・置換・追加等を指す

・FDAはこの種のEMAをFood 
Fraudと呼んでいる

・Food Fraudは一般的なEMA
の一形態とされている

◆ FDAが示す具体例

・Honey、Maple Syrup、
Seafood などが例示されてい
る

・Seafoodでは魚種すり替えや
氷による重量増加が示され
ている

◆ Food Defense（IA）との関係

・EMAは経済的利益を目的とす
る行為

・IA (Intentional Adulteration) は広
範な健康被害を目的とする行為
に対応

・両者はFDA上で区別されている

⇒次頁：short-weightingはEMA（Food Fraud）の具体例

(August 28, 2025)

© 2025 BSI. All rights reserved.

2025年 FDA Food Fraud（EMA）対策に関する最新動向
―�輸入冷凍シーフードのEMA（short-weighting）調査結果―

https://www.fda.gov/food/hfp-constituent-updates/fda-releases-results-economically-motivated-adulteration-short-weighting-seafood

https://www.fda.gov/food/economically-motivated-adulteration-food-fraud/sample-collection-and-analysis-imported-frozen-seafood-economically-motivated-adulteration-year-2022

◆調査の概要
調査対象サンプル：2022–
2024に収集された輸入冷凍
シーフード
28 25 2

1
目的：正味重量の不正表示
（short-weighting）の有無を
確認
試験方法：AOAC 963.18(*) に基
づく重量検証
判定基準：平均 1% を超える
正味重量不足→�違反
(*) ：冷凍シーフード製品の「正味重
量（Net Weight）」を測定するための
公式分析法

■調査結果
10/28 サンプル（36%）が違反
（short-weighting）
違反サンプルが含まれる出荷は
すべて輸入拒否（Refusal of 
Entry）

■ EMA（Economically Motivated 
Adulteration）
経済的利益を目的とした意図的
な食品偽装行為
FDA は short-weighting を EMA＝
Food Fraud と明確に分類
国際的な食品偽装リスクとして
取り扱われる主要カテゴリー

■ Import Alert 99-47
経済的動機による不正の疑い
がある食品を「物理検査なし
で拘留できる制度
（DWPE）」
違反した製品（shipments）
はImport Alert 99-47の対象に
登録

以後の同製品は、追加証明が
ない限り自動的に拘留対象

(September 2, 2025)
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https://www.fda.gov/food/hfp-constituent-updates/fda-releases-results-economically-motivated-adulteration-short-weighting-seafood

https://www.fda.gov/food/economically-motivated-adulteration-food-fraud/sample-collection-and-analysis-imported-frozen-seafood-economically-motivated-adulteration-year-2022

2025年 FDA Food Fraud（EMA）調査の政策的意義
なぜこの FDA 調査が食品防御政策として重要か？

1 short-weighting “ EMA Food Fraud”

• FDAが食品偽装の定義と分類を明確に表明
• 政策カテゴリとしてのEMAへの対応が可

2
• 対象製品は4か国由来
• 冷凍水産物の食品偽装リスクが依然として高いことを示す

3
• 違反製品は輸入拒否
• Import Alert 99-47（DWPE）が適用
• FDAのFood Fraud対策プロセスが実際に機能していることを
示す資料

4 FDA
• 冷凍シーフードはEMAの対象になりやすいカテゴリ
• FDAは今後もサンプリングと監視を継続する方針を表明

EMAとは
経済的利益を目的とした意図的な食品偽装行為で
あり、short-weighting はFDAがEMAとして扱うカテ
ゴリー。

Import Alert 99-47とは
Food Fraudの疑いがある製品を、追加証明がない
限り「物理検査なしで拘留できる措置（DWPE）

© 2025 BSI. All rights reserved.

2025年 FDAシーフード検査プログラム（CPGM 7303.842）における
Food Fraud（EMA）対応指示の明確化 (September 30, 2025)

https://www.fda.gov/food/compliance-enforcement-food/food-compliance-programs

https://www.fda.gov/media/71302/download

CPGM 
7303.842
• ：Seafood Processor, 
Products, and Importer Inspection 
Program
• FDA検査官向けの
HACCP GMP 

•最新版は FDAで公開されており、
「Food Fraud／EMA」に関する指
示が文書内に明記

•検査実施の手順・記録照合・報
告方法が規定されている

Food Fraud EMA

•
• species 
substitution

• Form 483 

•食品偽装は海洋毒素・アレルゲン等
の があ
ることを明示
•検査データは Food Fraud 

PAF
⇒ Food Fraud

•FDAは Food Fraud EMA

•2025年1月に公表された EMA 調査（輸入
冷凍シーフード short-weighting）とも整合
→�Food Fraudの重要性が確認され、検査マ
ニュアルでも確認事項が明確
• Food Fraudに対し、
“記録照合・ラベル確認・公式指摘書
（Form 483）での記録化・統計分類”
という一連の運用が文書上で体系化

•これは
としての政策動向を示す

•CPGM Compliance Program Guidance Manual FDA検査官向けの運用マニュアル（法令ではなく検査手順を示す文書）
•FDA Form 483 検査官が企業に提示する
•PAF sub-PAF FDAラボ検査の分類コード。Food Fraud関連検査が される
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FSMA法関連動向、新業態
に関する国外Food Defense
に係る論点整理

© 2025 BSI. All rights reserved.

【今年の更新：IA Cut Offs】
• 2025年7月17日、FDAはFSMA Intentional Adulteration（IA）規則における事業者区分（Very Small / Small / Other）の基準額を、イ
ンフレ調整により更新した。

• 今回の更新は事業規模判定額のみであり、IA規則の要求事項や施行要件に変更はない。

※ IA Cut Offs：IA規則における事業者区分（Very Small / Small / Other）の判定に用いる基準額のインフレ調整。

FSMA法関連動向（2025年1月）

【ガイダンス動向】

• 関連ガイダンスの更新なし

・FDA (2025). FSMA IA Rule — Inflation-Adjusted Cut Offs. https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-act-fsma/fsma-final-rule-preventing-intentional-adulteration

・FDA (2023). FSMA Section 204 Traceability Rule. https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-act-fsma/requirements-additional-traceability-records-certain-foods

【過去報告内容】
• FSMAに関わる更新事項として、特定の食品に対する追加的なトレーサビリティ記録要件に関する最終規則が策定された。この最終規則は、2023年1月20日
に発効し、2026年1月20日から施行される予定。

• 2022年3月に新たなガイダンス、「Guidance for Industry: Current Good Manufacturing Practice and Preventive Controls, Foreign Supplier Verification Programs, 
Intentional Adulteration, and Produce Safety Regulations: Enforcement Policy Regarding Certain Provisions MARCH 2022 /（現行の適正製造基準及び予防的管理、外
国供給者確認プログラム、意図的不純物混入、及び農産物安全規制。特定の条項に関する施行方針産業界向けガイダンス 2022年3月）」が公表された。

• 事業規模によって段階的に設定されていた規則の遵守日が、2021年7月26日に最後に残っていた零細企業の遵守日を迎えたことにより、すべての規模の事
業主体が遵守対象となる。

• 新しく発表されたガイダンス(2022年3月）では施行裁量に関する方針が示された。
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2025年 FSMA Intentional Adulteration（IA）規則に関する最新更新―�
Inflation-Adjusted Cut Offs（インフレ調整後の基準額）の改定―

FDA は 2025 年 7 月 17 日付で、FSMA（Food Safety 
Modernization Act）に関する「Inflation-Adjusted Cut Offs（イン
フレ調整後の基準額）」を更新した。

本更新は、FSMA の各規則で適用される事業者区分（Very 
Small / Small / Other）を判定するための年間総売上額の基準
を、物価指数に基づき改定するもの。

Intentional Adulteration（IA：意図的混入防止）規則では、事
業者規模により適用要件・準備期間等が異なるため、

IA Very Small 
Business IA 

。
※ IA 規則の要件内容・施行要件に変更はない。

l 本更新は FSMA 年次見直しによる金額基準の調整であり、Food Defense
／IA に特化した新規ガイダンスや規制改訂ではない。

l 2025 年時点で FDA は IA 規則に関する施行・要求事項の変更を公表して
いない。

「FSMA Inflation-Adjusted Cut Offs（FDA, 2025）」

FSMA Inflation-Adjusted Cut Offs（最新）https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-act-fsma/fsma-inflation-adjusted-cut-offs

Intentional Adulteration Final Rulehttps://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-act-fsma/fsma-final-rule-mitigation-strategies-protect-food-against-intentional-adulteration

(July 17, 2025)

© 2025 BSI. All rights reserved.

特定の食品に対する追加的なトレーサビリティ記録要件
に関する最終規則

この最終規則は、食品トレーサビリティリスト（FTL）に掲載された特定の食品を製造、加工、包装、または保管する事業者に対し、追加的なトレー
サビリティ記録の保持を求めるものです。これにより、食中毒の発生時などにおいて、汚染された可能性のある食品を迅速に特定し、市場から速や

かに除去することが可能となり、食源性疾患の発生や死亡を減少させることが期待されています。

• FTL : FTLには、追加的なトレーサビリティ記録が必要とされる食品が一覧化されています。具体的な食品のリスト
は、FDAの公式サイトで公開されています。

• CTEs KDEs : 事業者は、FTLに掲載された食品に関連する特定のCTEs（例: 収穫、冷却、初回包装、輸送、
受領、変換）に対して、対応するKDEs（例: 追跡ロットコード、出荷日、受領者情報）を記録し、保存する必要があります。

• : 事業者は、FTLに掲載された食品に対して一意の追跡ロットコードを割り当て、サプライチェーン全体でこのコード
を使用して食品の追跡を行います。

• : 事業者は、自社のトレーサビリティ計画を策定し、記録の保存方法、担当者、手順などを明確にする必要があります。

すべての対象事業者は、2026年1月20日までにこの最終規則の要件を遵守する必要があります。これは、サプライチェーン全体で一貫したトレーサビ
リティ情報の共有を確保するためです。

最終規則は2023年1月20日に発効し、2026年1月20日から施行される予定です。この情報は、FDAの公式ウェブサイトで確認できま
す。

https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-act-fsma/fsma-final-rule-requirements-additional-traceability-records-certain-foods?utm_source=chatgpt.com

https://www.fda.gov/media/171414/download

1
0
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QAページでのIA規則関連情報（1/2）
（ 2025年1月）
l 「意図的な偽和規則の遵守日はいつですか?」

Ø この規則は、米国で消費する食品を製造/加工、梱包、または保管する国内または外国の食品施設を担当する所有者、運営者、または代理人に適用され、免除の対象とならない限り、連邦食品医薬品化粧品法(21 USC 350d)のセクション415に基づいて登録する必要があります。IA ルールのコンプライアンス日は、ビジネスの規模によってずらされます。
u Very small （これまでまとめた報告書中の訳「零細企業」）: 2021年7月26日
u Small （同じく、「小規模企業」）: 2020 年7月27日
u All others（同じく、「小規模企業または零細企業でない企業で、免除対象とならない企業」）その他すべて:2019年7月26日

l 「FD.9 “A Very small Business“の定義は何ですか?私がそれに該当する場合、私は何をしなければなりませんか、そしていつ従わなければなりませんか?」
Ø “A Very small Business“は、該当する暦年の前の3年間に、人間の食品の売上高に、製造、加工、梱包、または販売なしで保持されている(たとえば、有料で保持されている)人間の食品の市場価値を加えた、インフレ調整後の年間平均10,000,000ドル未満の企業(子会社および関連会社を含む)です。非常に中小企業は規則の全要件から免除されますが、2021年7月26日以降、要求に応じて、会社が“A Very small Business“であることを示すのに十分な公式レビュー文書を提供する必要があります。
Ø IA規則の対象とならない、または免除される可能性のある施設の証明フォームはありません。
Ø あなたが“A Very small Business“であるかどうかを計算する方法の詳細については、IAドラフトガイダンスの付録3「パート121に基づく非常に中小企業または中小企業としてのステータスの決定:意図的な偽和から食品を保護するための緩和戦略」を参照してください。
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(参照)https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-act-fsma/frequently-asked-questions-fsma FDAホームページの「FSMAによくある質問と回答」より
※FDA Website構成変更によりURLが昨年より変更

© 2025 BSI. All rights reserved.

QAページでのIA規則関連情報（2/2）
（ 2025年1月）
l 「第117.5条(b)(シーフード)、第117.5条(c)(ジュース)、第117.5条(d)(LACF)、第117.5条(e)(栄養補助食品)に基づく人間の食品予防管理規則の要件から免除された場合、IA規則も免除されますか?食品防御計画を立てる必要がありますか?」

Ø IA規則には、シーフード、ジュース、LACF、または栄養補助食品の免除は含まれていません。IA規則は、米国で消費する食品を製造/加工、梱包、または保持する国内または外国の食品施設を担当する所有者、運営者、または代理人に適用され、免除の対象とならない限り、連邦食品医薬品化粧品法のセクション415に基づいて登録する必要があります(21 CFR 121.5を参照)。この規則は、対象となる施設が書面による食品防御計画を準備するか、準備し、実施することを要求しています。
u 重大な脆弱性と実行可能なプロセスステップを特定するための、必要な説明を含む脆弱性評価
u 必要な説明を含む緩和戦略
u 緩和戦略の実施に関する食品防御監視の手順
u 食品防御是正措置の手順そして
u 食品防御検証の手順(21 CFR 121.126を参照)

(参照)https://www.fda.gov/food/food-safety-modernization-act-fsma/frequently-asked-questions-fsma FDAホームページの「FSMAによくある質問と回答」より
※FDA Website構成変更によりURLが昨年より変更
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2022年3月公表のガイダンスについて
（2025年1月）
l 「Guidance for Industry :  Current Good Manufacturing Practice and Preventive Controls,  Foreign Supplier  Verif ication Programs, Intentional Adulteration,  and Produce Safety  Regulations:  Enforcement Policy  Regarding Certain Prov isions MARCH 2022 /（現行の適正製造基準及び予防的管理、外国供給者確認プログラム、意図的な不純物混入、及び農産物安全規制：特定の条項に関する施行方針産業界向けガイダンス 2022年3月）」
Ø 米国食品医薬品局（F D A）は、F D A食品安全近代化法（F S M A）を実施する5つの規則のうち、特定の条項を施行しない意向を示すガイダンスを公表しました。5つの規則の対象となる特定の事業体および/または活動に対して特定の規制要件を強制しないことを明らかにしています。
Ø 公表された施行裁量方針は、以下の５規則に関するものです。

ü 人間の食品の現在の適正製造慣行とハザード分析とリスクベースの予防管理
ü 動物性食品の現在の適正製造基準とハザード分析とリスクベースの予防管理
ü 人間と動物のための食品の輸入者のための外国サプライヤー検証プログラム ( F S V P )
ü 人間の消費するための農産物の栽培、収穫、梱包、および保持に関する基準 ( P S R )
ü 意図的な異物混入から食品を保護するための緩和戦略 ( I A )

l I A規則関する施行裁量方針（セクション I I I . Bに記載）
Ø 特定の事業体に対する執行方針：2 0 1 8年1月のF S M Aガイダンスで、F D Aは、特定の農場関連活動を行っているが、「農場」の定義の下では農場とは見なされない特定の施設に対して、執行裁量ポリシーを確立しました。この新しいガイダンスでは、F D Aは I A規則に関連する執行措置を同じ施設や活動に適用するつもりはないことを明確にしています。（しかしながら、FDAは「農場」の定義を変更する可能性のある規則作成を発行しているので、これらは今後I Aの規定がこれらの事業体に適用されるかどうかに影響します。）
Ø 特定の状況における I A規則の執行方針：特定の状況 (たとえば、是正措置手順の実装によって対処される単一の障害がある場合など )  で再分析の要件を強制しないとした。

ü I A規則は、緩和戦略、戦略の組み合わせ、またはF D P全体が適切に実施されていない場合など、特定の状況において、食糧防衛計画 ( F D P )の再分析を要求しています。
ü I A規則はまた、対象となる事業体が、緩和戦略が適切に実施されていない場合に取らなければならない食品防御是正措置手順を確立し、実施することを要求しています。
重複を減らすために、F D Aは、欠陥を修正し、欠陥が再び発生する可能性を減らす行動を通じて緩和戦略の不適切な実施が対処された場合には、再分析の要件については裁量をもって判断するとしています。
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（参考) FDA食品防御ガイドラインとFSMAとの関係
l F D A食品防御ガイドラインは、B i o t e r r o r i s m  A c t ( 2 0 0 2 )を踏まえ、非拘束的な食品テロ予防措置として作成( * 1 )

Ø 現在も2 007. 10 v er .を最新版として公開(*2 )
l F S M A ( 2 0 1 1 )は、食品安全・防御強化の一環として食品防御対策を検討・策定

Ø Biote r r or ism  Actの関係規則・施策の一部を充実・強化
Ø 追加的な規則・施策を作成・運用⇒今回の規則案 など

*1: Food Engineering “The Bioterrorism Act: Essential Facts”, 2004.9.2 (https://www.foodengineeringmag.com/articles/82392-the-bioterrorism-act-essential-facts)
*2: Guidance for Industry: Food Producers, Processors, and Transporters: Food Security Preventive Measures Guidance, 2007.10 (https://www.fda.gov/regulatory-information/search-fda-

(https://www.fda.gov/regulatory-information/search-fda-guidance-documents/guidance-industry-food-security-preventive-measures-guidance-food-producers-processors-and)

Bioterrorism Act FSMA

食品防御ガイドライン
など

食品施設の登録記録の作成・維持輸入食品の事前通知食品の留め置き措置など

・CGMP、ハザード分析及びリスクに基づく予防措置に関する規則（ヒトの食品、動物用飼料）・農産物の栽培、収穫、包装及び保管のための基準・今回の規則案など

食品防御

14
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（参考）食品防御における規則案とガイドライ
ンの位置づけ

• 両者とも、FDAの「食品防御ガイダンス資料・規則情報」のページに掲載（*）
今回の規則案

その他の
食品防御
ガイドライン

参考にした
食品防御
ガイドライン

Food Defense Guidance 
Documents & Regulatory 

Information

General

Registration of Food Facilities

Establishment and Maintenance 
of Records

Administrative Detention

Fees

Food and Cosmetic Security 
Preventive Measures Guidance

ALERT

Proposed Rule on Focused Mitigation Strategies to 
Protect Food Against Intentional Adulteration 

December 20, 2013

Small Entity Compliance Guides Related to FDA Actions 
on Bioterrorism Act of 2002 Legislation and the Food 

Safety Modernization Act of 2011

Dear Colleague Letter: Public Health Security and 
Bioterrorism Preparedness and Response Act of 2002 

(PL107-188) July 17, 2002

Cosmetics Processors and Transporters: Cosmetics 
Security Preventive Measures Guidance

(October 2007)

Retail Food Stores and Food Service Establishments: 
Food Security Preventive Measures Guidance

(October 2007)

Importers and Filers: Food Security Preventive 
Measures Guidance (October 2007)

Food Producers, Processors, and Transporters: Food 
Security Preventive Measures Guidance (October 

2007)

• http://www.fda.gov/Food/GuidanceRegulation/GuidanceDocumentsRegulatoryInformation/FoodDefense/default.htm
• ※FDA�Website構成変更によりURLが昨年より変更
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CCFICS New Work on the 
development of Guidance on the 
prevention and control of food 
fraudについての調査
(2026年1月までの進捗)
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l 第2 6回食品輸出入検査・認証制度部会（CC FI CS2 6）
2 0 2 3年5月1日～5日開催 ＠オーストラリア ホバート
C C F I C S 2 6 t h s e s s i o n  （2 0 2 3 M a y 1 - 5）

l 第1 0 7回コーデックス連絡協議会
2 0 2 3年9月8日開催 ＠東京A P虎ノ門（ハイブリッド開催）
（C C F I C S 2 6について確認・議論）
第1 0 7回コーデックス連絡協議会：農林水産省 ( m a f f . g o . j p )
第1 0 7回コーデックス連絡協議会の概要について ( c a a . g o . j p )

l 第4 6回 コーデックス総会（CA C46）
2 0 2 3年１１月２７日～１２月２日開催 @イタリア ローマ＆W e b
C A C 4 6 | C O D E X A L I M E N T A R I U S F A O - W H O
m e e t i n g - d e t a i l | C O D E X A L I M E N T A R I U S F A O - W H O

l 第2 7回食品輸出入検査・認証制度部会（CC FI CS2 7）
2 0 2 4 / 9 / 1 6～2 0開催＠オーストラリア ケアンズ

h t t p s : / / g f o r s s . o r g / w p - c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 2 4 / 1 0 / E N _ C C F I C S 2 7 _ G F o R S S _ v f . p d f ? u t m _ s o u r c e = c h a t g p t . c o m
h t t p s : / / w w w . f a o . o r g / f a o - w h o - c o d e x a l i m e n t a r i u s / c o m m i t t e e s / c o m m i t t e e / r e l a t e d -m e e t i n g s / e n / ? c o m m i t t e e = C C F I C S

l 第4 7回コーデックス総会（CA C 4 7）
2 0 2 4 /1 1 /2 5 ~ 3 0開催＠スイス ジュネーブ

h t t p s : / / w w w . f a o . o r g / f a o - w h o - c o d e x a l i m e n t a r i u s / n e w s - a n d - e v e n t s / n e w s -d e t a i l s / e n / c / 1 7 2 7 8 1 0 / ? u t m _ s o u r c e = c h a t g p t . c o m

2025年12月時点
• 近年の「食品偽装の防止及び管理に関するガイドライン」関連の主な動向 （2025年12月2日確認）

CCFICS電子作業部会の作業計画（タイムテーブル）
• 2023年10月 EWGへの初回草案
• 2023年11月コメント提出期限
• 2024年2月初旬ドラフト2をEWGに提出
• 2024年3月中旬コメント提出期限
• 2024年5月会議用文書案をEWGに提出
• 2024年6月会議用文書提出
• 2024年9月 CCFICS 27
CCFICS27 での検討のため、CCFICS26 で提出された全ての議論とコメント（角括弧内の文章を含む）を考慮し、食品偽装の防止と規制に関するCCFICS26 総会の編集版を使用し、ステップ 2 ガイドラインの改訂草案を作成する。
Microsoft Word - FoodFraud_EWG_invitation_e_062023 (fao.org)https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/ewg/detail/en/c/1644731/

C C F I C S電子作業部会（E W G）による
「食品偽装の防止及び管理に関するガイドライン」草
案作成作業

EWG議長国：米国、共同議長国：英国、中国、EU、イ
ラン
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https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-meetings/en/?committee=CCFICS
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-meetings/en/?committee=CAC

【2025年12月に追加で確認された事項（一般公開情報）】
・EWG は 2025 年も継続して活動実施（Codex 公開資料により確認）
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/ewg/detail/en/c/1644731/

・EWG 参加国登録案内（2025/1/15 締切）が公開
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/ewg/detail/en/c/1644731/

【2025年時点の最新公開状況】
・最新公開ドラフトは 2024 年 CAC47（Step 5採択）版であり、2025 年
には新たな公開版は確認されていない
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/cac/meetings/en/

© 2025 BSI. All rights reserved.

2023年以降の見通し
l 食品偽装に関するガイダンスの完成目標 → 2 0 2 4年または2 0 2 5年・・・C od e x委員会

Ø20 25年の完成までに開発中の複数の草案が出される見込み

l 電子作業部会（議長国：米国、共同議長国：中国、E U、イラン、および英国）が設置され、次回のC CF I C S 2 6部会（2 0 2 3年5月開催予定）での議論に向け食品偽装に関するガイダンス草案を検討中
Ø電子作業部会キックオフ時の計画書によると、次回のCCFI CS 26部会（20 23年5月開催予定）の3か月前の

2 023年2月頃に草案が出る見込みことが予想される。
Øそれに伴い、電子作業部会の会合が開催される可能性がある。（EWG は、未解決の問題に対処するために

CCFICS26  の前に会合することができ、CCFICS26 の 3  か月前に EWG  の報告書を提出し、他の関連する
コーデックス委員会に 新しい作業の進捗状況を通知し続ける。）
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2025年1月時点(1/2)

2025 1 :

• 27 CCFICS27 : 2024年9月にオーストラリアのケアンズで開催され、食品偽装の防止及び管理に関するガイドライ
ン原案がステップ4として検討されました。この会合では、電子的作業部会およびバーチャルワークショップを経て作成された討議文書を基にガイドラインの
目的、範囲、定義、食品偽装の種類、原則、役割と責務、当局による関連活動、当局間の協力及び情報共有などが議論されました。

• : CCFICS27では、食品偽装の防止及び管理に関するガイドラインの草案が詳細に検討され、いくつかの修正提案が行われました。これらの提案は、ガイ
ドラインの明確化と実効性の向上を目的としています。

• 47 CAC47 : 2024年11月に開催され、CCFICS27での議論を踏まえ、ガイドライン原案がステップ5として採択されました。これにより、
ガイドライン策定プロセスは次の段階へと進み、最終的な承認に向けた準備が進められています。

• 電子作業部会（EWG）がステップ6でのコメントおよび未解決事項を検討し、必要に応じて会合を開催のうえ、2026年開催予定のCCFICS28の
3か月前までに報告書を提出することが合意されています。

• :

1. : ガイドラインは、食品偽装の防止、検出、緩和、および管理に関する指針を提供し、消費者の健康保護と食品貿易の公正性を確保することを
目的としています。適用範囲は、食品および飼料の生産、輸送、輸出入、販売を含むサプライチェーン全体に及びます。

2. : ガイドラインでは、食品偽装を以下のように分類しています。
1. 添加（Addition）: 未申告の物質を食品に加える行為。
2. 代替（Substitution）: 高価な成分を低価な別の成分で置き換える行為。
3. 虚偽表示（Misrepresentation）: 製品の内容や品質について誤解を招く表示を行う行為。
4. 隠蔽（Concealment）: 製品の欠陥や品質低下を隠す行為。

2025年1月現在、「食品偽装の防止及び管理に関するガイドライン」の策定は、コーデックス委員会の下で引き続き進行中です。このガイドラインは、食品偽装の防止と管理を目的としており、消費者の健康保護と食品貿易の公正性を確保することを目指しています。

https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/news-and-events/news-details/en/c/1710359/?utm_source=chatgpt.com
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/news-and-events/news-details/en/c/1710762/?utm_source=chatgpt.com
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/jp/?lnk=1&url=https%253A%252F%252Fworkspace.fao.org%252Fsites%252Fcodex%252FMeetings%252FCX-733-
27%252FFinal%252520report%252FREP24_FICSe.pdf&utm_source=chatgpt.com 19
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2025年1月時点(2/2)
3. : ガイドラインは、食品偽装を未然に防ぐため、リスク評価を重視しています。また、サプライチェー
ン全体にわたるモニタリング体制の強化を推奨しています。

4. :
1. 政府機関: 食品偽装に関連する基準の策定、執行、監督を担います。

2. 事業者: リスクに応じた対策を導入し、予防策を講じることが求められています。

:

欧州連合（EU）では、食品偽装防止のための取り組みが強化されています。例えば、2024年9月には、消費者が食品の原産地情報
を明確に知ることができるよう、新たなラベル表示の導入が提案されました。この取り組みは、消費者の権利保護と食品偽装の
撲滅を目的としています。

:

本ガイドラインは、2024年のCAC47においてステップ5として採択されました。現在、未解決事項の整理や各国から提出された意
見の検討が電子作業部会により進められており、その結果は2026年10月に開催予定のCCFICS28に報告され、ステップ7として再審
議される見通しです。今後は、同部会での検討結果を踏まえ、Codex委員会において最終採択（ステップ8）が行われる予定です。

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/meeting_materials/assets/consumer_safety_cms203_240926_01.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/committees/committee/related-meetings/en/?committee=CCFICS&utm_source=chatgpt.com
https://www.huffingtonpost.es/life/consumo/basta-comida-falsa-nueva-etiqueta-supermercado-acaba-10-alimentos-mas-falsificados.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/jp/?lnk=1&url=https%253A%252F%252Fworkspace.fao.org%252Fsites%252Fcodex%252FMeetings%252FCX-733-
27%252FFinal%252520report%252FREP24_FICSe.pdf&utm_source=chatgpt.com
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2025年1月時点 第27回食品輸出入検査・認証制度部会
（CCFICS27）公式報告書
CCFICS27では、食品偽装の防止及び管理に関するガイドラインの草案が詳細に検討され、(1)知的財産に関する記載の除外,(2)電子的作業部
会の設置などの修正提案が行われました。

https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/jp/?lnk=1&url=https%253A%252F%252Fworkspace.fao.org%252Fsites%252Fcodex%252FMeetings%252FCX-733-27%252FFinal%252520report%252FREP24_FICSe.pdf&utm_source=chatgpt.com

(1)知的財産に関する記載の
除外: ガイドラインの対象範
囲から、地理的表示（GI）
などの知的財産に関連する
事項を除外することが合意
されました。

(2)電子的作業部会の設置: ガ
イドライン原案の改訂を進
めるため、電子的作業部会
（EWG）が設置されること
が決定されました。この作
業部会は、米国が議長国を
務め、英国、中国、EU、イ
ラン、パナマが共同議長国
として参加します。

21
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2025年1月時点 第47回コーデックス委員会報告書
CAC47 Report of CCFICS27 

https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/en/?lnk=1&url=https%253A%252F%252Fworkspace.fao.org%252Fsites%252Fcodex%252FMeetings%252FCX-701-47%252FWorking%2BDocuments%252Fcac47_11e.pdf

CCFICS27（第27回食品輸入・輸出検査認証システムに関するコーデックス委員会）で策定された食品防御に関するガイ
ドライン原案がステップ5としてCAC47（第47回コーデックス委員会）で採択されました。具体的には、食品不正の予防
と管理に関するガイドラインがCCFICS27で大幅に進展し、CAC47での採択に向けて送付されました。
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/news-and-events/news-details/en/c/1710762/?utm_source=chatgpt.com
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【参考】第27回食品輸出入検査・認証制度部会
（CCFICS27）の主な検討議題
第27回コーデックス食品輸出入検査・認証制度部会（CCFICS27）で検討された主な議題と、それぞれに関連する情報ソースは以下の通りです：

•食品偽装（Food Fraud）の防止と管理に関する新たなガイドラインの策定が議論されました。
(参考)Tomorrow's Food and Feed

•食品貿易におけるデジタル技術の導入に関する議論が行われました。
(参考)食品規制科学協会

•食品安全問題への迅速な対応を確保するためのプロトコル改訂が検討されました。
(参考)食品規制科学協会

•輸出入食品検査制度におけるコンプライアンス基準と透明性向上のための提案が議論されました。
(参考)食品規制科学協会

•食品の安全性と公正な貿易を確保するための各国政府間での情報共有と協力体制の拡大が推進されました。
(参考)食品規制科学協会

•食品のトレーサビリティに関する新たな基準や要求事項の検討が行われました。
(参考)食品規制科学協会

23
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【参考】第26回食品輸出入検査・認証制度部会
（CCFICS）の主な検討議題より

第 1 0 5  回コーデックス連絡協議会（2 0 2 3年4月2 6日、資料１より）（h t t p s : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / s y o u a n / k i j u n / c o d e x / a t t a c h / p d f / 1 0 5 - 4 . p d f ）
24
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【参考】ガイドライン案の公表（未定稿）

ガイドライン案の構成

Section 1: Preamble / Introduction

Section 2: Purpose / Scope

Section 3: Definitions

Section 4: Types of food fraud:

Section 5: Principles

Section 6: Roles and Responsibil ities

Section 7: Relevant Act ivities for Competent

Authorities

Section 8: [Cooperation] [Collaboration] and

exchange of information between 

competent authorities

h t t p s : / / w w w . f a o . o r g / f a o - w h o - c o d e x a l i m e n t a r i u s / s h -
p r o x y / e n / ? l n k = 1 & u r l = h t t p s % 2 5 3A % 2 5 2F % 2 5 2F w o r k s p a c e . f a o . o r g % 25 2F s i t e s % 2 5 2 F c o d e x % 2 52 F M e e t i n g s % 2 5 2F C X- 7 3 3-
2 6 % 25 2 FW o r k i n g % 2 B D o c u m e n t s % 25 2F f c 26 _ 06 e . p d f

25
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鬼武先生からご紹介いただいた資料

CCFICS New Work on the development of Guidance on 
the prevention and control of food fraudについての調査
昨年度(R3年度）鬼武委員よりご紹介。今村委員より、調査の指示あり。

l CODEX ALIMENTARIUS 委員会 第25回

l https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-

proxy/jp/?lnk=1&url=https%253A%252F%252Fworksp

ace.fao.org%252Fsites%252Fcodex%252FMeetings%25

2FCX-733-

25%252FFinal%252520Report%252FREP21_FICSe.pdf

l JOINT FAO/WHO FOOD STANDARDS PROGRAMME CODEX 

ALIMENTARIUS COMMISSION 

l Forty-fourth Session 8-13 November 2021 （CAC４４）

l REPORT OF THE 25TH SESSION OF 

l THE CODEX COMMITTEE ON FOOD IMPORT AND EXPORT 

INSPECTION AND CERTIFICATION SYSTEMS （CCFICS25）

l Virtual, 31 May – 8 June 2021

26
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2024年1月時点
l 現状確認された「食品偽装の防止及び管理に関するガイドライン」についての主な重要ポイント（2 0 2 4年1月時点）
■地理的表示保護制度（G I）を含む知的財産の扱いについて
Ø 「食品偽装の防止及び管理に関するガイドライン」について、地理的表示保護制度（G I）を含む知的財産に関する記載をコーデックス及び

C C F I C Sの所掌範囲とすべきか否か、各国認識の違いから意見が分かれ、議論の余地があることが明らかになった。これについてはC A C執行部
に助言を求めるとともに電子作業部会（E W G）で継続検討となった。

Ø この背景にはG Iの保護を拡充したい国々（E U）と、 これに反対し従来通りW T O  の「知的所有権の貿易関連の側面に関する協定（T R I P S）」の範囲とすべきとする国々（米国）の対立構造がある。
Ø 我が国はG I  に関する議論はコーデックスの所掌範囲外の立場（これまで通りT R I P S等で議論すべきとの立場）。
Ø 仮に G I  が当ガイドラインの対象となった場合にも、 直ちに日本に影響はないと思われるが、日本の制度や食品貿易に影響を及ぼすガイドライ
ンとならないよう、引き続き注視する必要がある。

■食品偽装の議論の進め方、対象範囲について
Ø 食品偽装はC C F I C Sだけでなく部門横断的で広範な課題であるが、議論の進め方について、まずはC C F I C Sで消費者の健康保護と食品の輸出入に
おける公正な取引の保証に必要な範囲を対象として検討し、検討状況を関連他部門（C C F LやC C M A S等）に情報共有する、ということが確認さ
れた（C C G P 3 1でも確認）。

■ 「食品偽装の防止及び管理に関するガイドライン」の今後
Ø ガイドライン原案をステップ2 /3に戻し、C C F I C S 2 6  で提出された全ての議論とコメント（角括弧内の文章を含む）を考慮し、次回C C F I C S 2 7会合（2 0 2 4年9月1 6日～2 0日開催予定）までに改訂草案を作成することとなった。
Ø 改訂版の作成は電子作業部会（E W G議長国：米国、共同議長国：英国、中国、E U、イラン）が作業を進める。

出所） 第1 0 7回コーデックス連絡協議会：農林水産省 ( m a f f . g o . j p )、第1 0 7回コーデックス連絡協議会の概要について ( c a a . g o . j p ) 1 0 5 - 4 . p d f  ( m a f f . g o . j p )

27
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2024年1月時点 第46回コーデックス委員会報告書
CAC46 Report of CCFICS26 
l 第46回コーデックス委員会（CAC46）が2023年11

月27日～12月2日に開催され、そこで第26回 食品

輸入管理・認証制度部会（CCFICS26）の提案につい

ての採択と承認がなされた。

h t t p s : / / w w w . f a o . o r g / f a o - w h o - c o d e x a l i m e n t a r i u s / s h -
p r o x y /p t / ? l n k = 1 & u r l = h t t p s % 2 5 3A % 2 5 2F % 2 5 2F w o r k s p a c e . f a o . o r g % 25 2F s i t e s % 2 52 F c o d e x % 2 52 F M e e t i n g s % 2 5 2F C X- 7 3 3-
2 6 % 25 2 FF i n a l % 2 52 52 0 R e p o r t % 2 52 F R E P 2 3_ F I C S e . p d f

食品偽装の防止と管理に
関するガイドライン草案
の提出 ステップ2/3

28
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2024年1月時点 第46回コーデックス委員会報告書
CAC46 Report of CCFICS26 

h t t p s : / / w w w . f a o . o r g / f a o - w h o - c o d e x a l i m e n t a r i u s / s h - p r o x y / p t / ? l n k = 1 & u r l = h t t p s % 2 5 3A % 2 5 2 F% 25 2 Fw o r k s p a c e . f a o . o r g % 2 52 F s i t e s % 25 2 Fc o d e x % 25 2 F M e e t i n g s % 2 52 F C X- 7 3 3-
2 6 % 25 2 FF i n a l % 2 52 52 0 R e p o r t % 2 52 F R E P 2 3_ F I C S e . p d f

l 報告書目次「食品偽装の防止と管理に関するガイドライン」に関

する記載箇所はパラグラフ69-93。

29
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• 報告書内「食品偽装の防止と管理に関するガイドライン」に関する記載箇所、パラグラフ69-93 。

https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/pt/?lnk=1&url=https%253A%252F%252Fworkspace.fao.org%252Fsites%252Fcodex%252FMeetings%252FCX-733-26%252FFinal%252520Report%252FREP23_FICSe.pdf

2024年1月時点 第46回コーデックス委員会報告書
CAC46 Report of CCFICS26 

30
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2024年1月時点第107回コーデックス連絡協議会
における、第２６回食品輸出入検査・認証制度
部会（CCFICS）に関する記載
第107回コーデックス連絡協議会（2023年9月8日開催）において、第２６回食品輸出入検査・認証制度部会（ CCFICS26、2023
年5月1日～5日開催）について確認された。「食品偽装の防止と管理に関するガイドライン」に関する記載を以下抜粋。

食品偽装の防
止と管理に関
するガイドライ
ン草案
ステップ2/3

https://www.maff.go.jp/ j/syouan/ki jun/codex/a t t a c h /pdf/107-1.pdf

31
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2024年1月追加分第107回コーデックス連絡協議
会における、第２６回食品輸出入検査・認証制
度部会（CCFICS）に関する記載
（つづき）第107回コーデックス連絡協議会（2023年9月8日開催）において、第２６回食品輸出入検査・認証制度部会（CCFICS26、2023
年5月1日～5日開催）について確認された。「食品偽装の防止と管理に関するガイドライン」に関する記載を以下抜粋。

h t tps : / / www.m a f f . go . j p / j / s youan /k i j un/ codex /a t t ach /pd f / 107- 1 . pdf

32
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2024年1月時点第107回コーデックス連絡協議会
における、第２６回食品輸出入検査・認証制度
部会（CCFICS）に関する記載
• 第107回コーデックス連絡協議会（2023年9月8日開催）で、第２６回食品輸出入検査・認証制度部会（CCFICS）で示された
「食品偽装の防止及び管理に関するガイドライン」に関して確認と議論がなされた。以下、該当箇所の文章抜粋。

出所） 第107回コーデックス連絡協議会：農林水産省 (maff.go.jp)、第107回コーデックス連絡協議会の概要について (caa.go.jp)

・議題 6「食品偽装の防止及び管理に関するガイドライン原案」について、菅沼修 委員、森田満樹委員、山口隆司委員から、地理的表示保護制度（GI）

を含む知的財産に関する記載に関して、日本は本ガイドライン原案の所掌範囲外であるとのコメントを提出しているが、その理由について質問があり

ました。これについて、GI に関する議論はコーデックスの所掌範囲外であり、本ガイダンスの目的には馴染まないと考えていること、仮に GI がもし

このガイドラインの対象となった場合にも、 直ちに日本に影響は出ないと考えているが、日本の制度や食品貿易に影響を及ぼすガイドラインとならな

いよう、引き続き対応していきたい旨回答しました。

・同じく議題 6 について、菅沼修委員から、GI に関する議論に関して、本ガイドラインの所掌範囲内とすべきというEUと、所掌範囲外とすべきとい

う米国で対立構造になっているのか、また、この議論については今後も電子的作業部会（EWG） において継続されるようだが、打開策はあるのか、

質問がありました。これについ て、GI については WTO の「知的所有権の貿易関連の側面に関する協定（TRIPS）」など、他の会議体での議論にお

いても、GI の保護を拡充しようとする国々とそれに反対する国々との間で対立構造ができており、本ガイドラインの議論でも同様の構造が見られて

いること、我が国としては GI についてはコーデックスではなく、 これまで通り TRIPS 等で議論すべきであると考えている旨回答しました。

・同じく議題 6 について、森田満樹委員から、食品の偽装に関しては、様々な部会でバラバラに議論されている印象があるが、CCFICS のガイドラ

インは、今後こうした問題を包括する形で所掌していくのか、質問がありました。これについて、食品偽装については部会横断的な課題であるため、他

部会からの付託事項として CCGP31 において検討の必要性について議論されたが、その際には CCGP では議論せず、まずは CCFICS におい

て食品の輸出入における食品偽装の防止及び管理について議論することとなったこと、CCFICS の今後の検討の状況については、 CCFL や

CCMAS 等関連する部会に対して情報共有をすることになっている旨回答しました。
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2024年1月時点第107回コーデックス連絡協議会
における、第２６回食品輸出入検査・認証制度
部会（CCFICS）に関する記載
（つづき）第107回コーデックス連絡協議会（2023年9月8日開催）で、第２６回食品輸出入検査・認証制度部会（CCFICS）で
示された「食品偽装の防止及び管理に関するガイドライン」に関して確認と議論がなされた。以下、報告書の該当箇所。

出所） 第107回コーデックス連絡協議会：農林水産省 (maff.go.jp)、第107回コーデックス連絡協議会の概要について (caa.go.jp)

中略
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PAS 96（第5版）改訂の経緯

© 2025 BSI. All rights reserved.

PAS 96（第5版）改訂の経緯と2025年の進捗

36

• 2023年11月：改訂作業開始

• 2025年4月：Technical Author との契約および、
契約後の BSI 起草ルールに関するトレーニ
ング実施が想定されていた

• 2025年5月末：改訂ドラフト作成（当初の暫
定計画）

• 2025年秋：Steering Group による編集レ
ビュー（当初の暫定計画）

改訂の経緯

• 2025年9月：スポンサー側との契約調整が継
続しており、作業開始に至っていない旨が
関係者間で共有された

• 2025年12月上旬：文書は内部レビュー段階
にあると説明

• 2025年12月17日：Draft PAS 96 が公開され、
パブリックコンサルテーションが開始

• Review Panel への通知は、パブリックコンサ
ルテーション開始に合わせて実施

2025年の進捗

出典：https://standardsdevelopment.bsigroup.com/projects/2023-02427

本スライドの内容は、BSI Standards Development Portal に掲載された公開情報および、BSI Standards 関係者との公式な連絡により確認された事実に基づく（2025年12月時点）。

8-26



© 2025 BSI. All rights reserved.

PAS 96（第5版）改訂とパブリックコンサルテーションの
位置づけ

• PAS（Publicly Available Specification）は、英国規格協会
（BSI）が策定する迅速な合意形成を目的としたガイド文書
である

• PAS の改訂プロセスにおいて、ドラフト文書が外部公開さ
れるのは、パブリックコンサルテーション開始時のみであ
る

• それ以前の段階（Technical Author 作業、内部レビュー、
Steering Group レビュー等）では、公開ドラフトは存在し
ない

• パブリックコンサルテーションは、外部ステークホルダー
からの意見を収集し、最終文書に反映可否を判断する正式

工程である

• PAS 改訂プロセスにおいて、パブリックコンサルテー
ションはドラフト文書が初めて外部に提示される段階

である

• 今回の第5版改訂では、内部検討を経た文書が初めて外
部ステークホルダーによる検証に付される工程として

実施されている

• したがって本パブリックコンサルテーションは、改訂
内容の妥当性・実効性が初めて外部から評価される重

要な節目に位置づけられる

• パブリックコンサルテーションの制度的位置づけ • 第5版改訂における今回のパブリックコンサル
テーションの意味

出典：https://standardsdevelopment.bsigroup.com/projects/2023-02427

本スライドの内容は、BSI Standards Development Portal に掲載された公開情報および、BSI Standards 関係者との公式な連絡により確認された事実に基づく（2025年12月時点）。
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PAS 96（第5版）改訂の目的と主な改訂点

• PAS 96 を、意図的攻撃（deliberate attack）に対する実践的
な食品防御ガイドとして再整理すること

• 従来の TACCP の枠組みを維持しつつ、現代の脅威環境（デ
ジタル化・サイバー化・複雑化したサプライチェーン）を

反映すること

• 中小事業者を含む幅広い事業者が、自組織のリスクに応じ
て“過不足のない対策”を検討できるようにすること

１） TACCP の実務適用を重視した構成複数のケーススタ
ディ（Annex E）により、脅威識別・評価・対応・見直し
の一連の流れを具体的に提示「文書作成」ではなく、リ
スクマネジメントプロセスとしての TACCP を強調（論
拠：Annex E, Tables E.2–E.8）

２）サイバー・IT・遠隔操作由来の脅威の明確化デリバ
リー、遠隔制御、オンライン受注等を想定したケースを
提示物理的混入に限らない食品防御の対象範囲を明確化
（論拠：Case study（FryByNite等）、Annex G）

３）比例的管理（proportionate controls）の強調すべての
脅威に一律対応するのではなく、影響度・発生可能性に
応じた合理的な対応を推奨特に中小事業者を念頭に、過
剰対策を求めない設計思想を明確化（論拠：Case study 
conclusions, TACCP outcomes）

出典：PAS96 Draft（https://standardsdevelopment.bsigroup.com/projects/2023-02427）

• 改訂の目的（第5版） • 主な改訂点・注目点（ドラフトより）

本スライドの内容は、BSI Standards Development Portal に掲載された公開情報および、BSI Standards 関係者との公式な連絡により確認された事実に基づく（2025年12月時点）。
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(添付資料 2) 
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Chizuru Sakamoto
長方形



（添付資料 3） 
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Chizuru Sakamoto
長方形
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